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令和8年1月15日

協議会名： 小千谷市地域公共交通協議会

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

越後交通株式会社

循環バス
令和6年10月～令和7年9月
3便×2（内外回り）＝計6便/日

地域間幹線系統の他、市内バ
ス路線の全てが停車する本町
中央バス停で接続して運行

収支率向上のために利用促進
の取組みを実施
【事業目標】
・経常収支率15％以上
・月間平均利用者数1,200人以
上
・公共交通に係る市の財政負
担額12,000千円
【利用促進の取り組み】
・公共交通マップの作成全戸配
布

A
事業が計画に位置づけられ
たとおり、適切に実施され
た。

C

【事業実績】
・経常収支率
目標値：15％以上
実績値：14％（目標未達成）
・月間平均利用者数
目標値：1,200人以上
実績値：996人（目標未達
成）
・公共交通に係る市の財政
負担額
目標値：12,000千円
実績値：10,534千円（目標
達成）

公共交通マップの全戸配布
など収支率向上のために利
用促進の取組みを実施した
が、利用者の減少傾向が
続く中で、十分な利用促進
に繋がらず、経常収支率、
月間平均利用者数の項目
において目標を達成できな
かった。なお、令和7年9月
で循環バスは廃止となり、
代替としてＡＩオンデマンド交
通を運行開始した。

利用者の減少に伴い循環バス
を廃止したほか、高齢者等の
バス停への移動困難に対応す
るため、令和7年10月よりＡＩオ
ンデマンド交通の運行を開始し
た。今後も引き続き、地域懇談
会における住民説明、観光・商
工会等との連携・協力を通じ
て、公共交通の利用促進に取
り組む。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況



地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

　小千谷市は、新潟県のほぼ中央に位置し、面積は155.19k㎡、人口は令和7年3月末現在32,357人となっており、平成
27年3月末現在の37,471人と比較し5,114人減少、年齢別人口比率では15歳以下（平成27年3月末：12.9%、令和7年3月
末：10.6%）が減少し、その一方で65歳以上（平成27年3月末：30.9%、令和7年3月末：36.8%）が増加する少子高齢化が進
んでいる。
　本市の公共交通網は、ＪＲ上越線小千谷駅から本町を軸に、路線バス、乗合タクシー、コミュニティバスにより市域内
広範に構成されている。近年は、人口減少とマイカー普及により公共交通利用者は減少を続け、路線バス事業の収支
悪化は廃線や減便を招いている。その一方で、通院や通勤・通学など日常生活に必要不可欠な交通手段の確保は引
き続き求められている。
　将来に渡り安定した公共交通を確保・維持するために、市街地から郊外を循環するフィーダー系統を幹線系統と組み
合わせて運行することにより、以下の事業効果を期待できる公共交通ネットワークを構築する。

・地域間幹線系統からの乗継と通院や通勤・通学など日常生活に必要不可欠な交通手段の確保
・区画整理事業により住宅建設が進む若葉地区を含む国道117号沿線の公共交通空白域の解消
・中心市街地の本町と郊外大型店や公共施設を結ぶことによる地域活性化
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事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について
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